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平和な世界を

　

皆
さ
ん
道
の
駅
に
ス
タ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
も
し
か
し
た
ら
、同
じ
沼

に
は
ま
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、道

の
駅
の
ス
タ
ン
プ
を
１
冊
の
ス
タ
ン
プ
帳
に
集
め
ま

く
る
と
い
う
生
産
性
が
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
行

為
に
昨
年
度
か
ら
は
ま
っ
て
い
ま
す
▼
こ
の
非
生
産

的
な
行
為
は
、道
の
駅
を
統
括
し
て
い
る
団
体
が
、

全
国
を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、各
ブ
ロ
ッ
ク
専
用
の

ス
タ
ン
プ
帳
を
販
売
し
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

原
則
１
年
間
で
ブ
ロ
ッ
ク
内
全
て
の
道
の
駅
に
設
置

さ
れ
て
い
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
こ
と
が
最
大
の
目

的
で
す
▼
全
部
集
め
る
と
何
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、全
駅
制
覇
の
称
号
と
自
己
満
足
で
す
。九
州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
は
、全
１
５
１
駅
制
覇
以
外
に
、沖
縄

県
と
離
島
を
除
く
九
州
内
全
駅
制
覇
や
、１
０
０

駅
制
覇
も
途
中
の
段
階
と
し
て
称
号
が
与
え
ら

れ
ま
す
。ち
な
み
に
、日
本
の
全
て
の
道
の
駅（
１
，

２
３
０
駅
）を
制
覇
す
る
と
、全
国
制
覇
の
称
号
と

自
己
満
足
に
加
え
て
、道
の
駅
を
統
括
す
る
団
体
の

Ｈ
Ｐ
に
変
人
と
し
て
名
前
が
晒
さ
れ
ま
す
。Ｈ
Ｐ
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
令
和
６
年
度
の
全
国
制
覇
者
は

74
人（
通
算
４
０
２
人
）だ
そ
う
で
す
。私
は
、１
年

間
で
１
０
０
駅
制
覇
ま
で
は
達
成
し
ま
し
た
が
、例

の
団
体
へ
の
１
０
０
駅
制
覇
申
告
は
し
て
い
ま
せ
ん

▼
一
般
的
に
、道
の
駅
を
巡
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

出
か
け
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、や
っ
て
み
る

と
、人
生
で
行
く
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

場
所
を
訪
ね
る
こ

と
に
な
り
、そ
の
道

中
の
名
所
や
景
色

な
ど
を
意
外
と
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。た
だ
、非
生
産

的
行
為
で
あ
る
こ
と

に
は
間
違
い
な
い
の

で
、ふ
と
し
た
時
に「
自
分
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
」と
思
う
こ
と
も
多
々
あ
り
、非
常
に
時
間
も

か
か
る
の
で
、お
す
す
め
し
ま
せ
ん
。　     （
Ｙ
．Ｙ
）

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

＊ 塔は建設当時、東京駅丸の内ビルの 30 ｍを上回る日本一高い塔で注目を浴びました　＊ 三又たかし著「ある塔の物語 甦る日名子実三の世界」参照。八
や た

咫烏
がらす

を意匠と
する日本サッカー協会（当時、大日本蹴球協会）のシンボルマークをデザインした方ですよ　＊ 神道で神様を招き、祀るための依り代を設えた神座

出典：中央労働災害防止協会
      STOP ！ 熱中症クールワークキャンペーンポスター

小さな異変を見逃さない！

よく見て  気にかけ 
声かけて

全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!

目  次  CONTENTS

宮崎市 平和の塔　戦後 80 年。市北部の高台に位置する県立平和台公園は、季節の花々や緑が美しい県民憩いの場所になって
います。中央にそびえる平和の塔は、高さ 37 ｍ＊。正面に「八

はっこう
紘一

いち
宇
う

」の碑文、四隅に武人・工人・農耕人・漁人を表す高さ 6 ｍ
の四神像を配しています。設計は臼杵出身の彫刻家・日

ひ な ご
名子実

じつぞう
三＊（日名子を推薦したのは、美術学校の同級生で都城ゆかりの

洋画家・山田新一）。塔の形状は“ 神
ひも

籬
ろぎ

 ＊に想を得て五
いつ

瀬
せの

命
みこと

（神武天皇の長兄）の故事より楯の形を組み合わせ、御
ご

幣
へい

の形に
なぞらえた” ものだとか。1940 年に神国日本のシンボルとして竣工した塔は「八

あめ
紘
つち

之
の

基
もとはしら

柱（通称・八
はっこう

紘台
だい

)」と呼ばれていましたが、
戦後「平和の塔」と改名。紆余曲折を経て、今では平和のシンボルとして県民に親しまれる存在に。1964 年の東京オリンピック
聖火リレーでは、スタート地点にもなりました。碑文については様々な見解がありますが、戦争の記憶が風化しつつある昨今、この
塔は悲惨な戦争を語り継ぐモニュメントの役割も担っています。

宮崎労働局 県内の優良事業場・功労者を表彰
　ハラスメント対策・女性活躍推進に関する改正ポイントのご案内
　令和８年１月１日以降着工の工事から、一部の工作物の石綿事前調査には
　　資格取得が必要になります！
安全衛生技術部長就任のご挨拶
外国人技能実習制度関係者養成講習のご案内ほか
随　想
講習のご案内
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表
彰
受
賞
者

表
彰
受
賞
者

　
宮
崎
労
働
局（
局
長 

吉
越
正
幸
）は

令
和
７
年
７
月
１
日
に
宮
崎
合
同

庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
の
安

全
衛
生
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

伝
達
授
与
式
及
び
宮
崎
労
働
局
長
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
安
全
衛
生
に
関
す
る

水
準
が
良
好
で
他
の
模
範
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
優
良
事
業
場
や
、
長
年

に
わ
た
り
安
全
衛
生
活
動
に
尽
力
し

地
域
の
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
発
展

に
多
大
に
貢
献
し
た
功
労
者
に
対

し
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
宮
崎
労
働

局
長
が
全
国
安
全
週
間
に
合
わ
せ
て

行
う
も
の
で
す
。

　
本
年
度
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

に
１
名
、
宮
崎
労
働
局
長
表
彰
に
７

社
と
３
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
吉
越
労
働
局
長
が

各
受
賞
者
へ
表
彰
状
を
授
与
す
る
と

と
も
に
、「
こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の

地
道
で
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
労
働
者
の
方
々
が
安
全
、
安

心
そ
し
て
健
康
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
職
場
環
境
を
築
く
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
引

き
続
き
地
域
あ
る
い
は
事
業
場
の
模

範
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。」
と
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　【功
績
賞
】

●
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　

                       

宮
崎
県
支
部

　支
部
長

　長
友 

幹
雄 

様

宮
崎
労
働
局
長
表
彰

　【優
良
賞
】

●
吉
川
工
業
ア
ー
ル
エ
フ
セ
ミ
コ
ン
株
式
会
社 

様

　
　（新
富
町

　電
気
機
械
器
具
製
造
業
）

●
ミ
ツ
ワ
ハ
ガ
ネ
株
式
会
社 

様 

　
　（延
岡
市

　一
般
機
械
器
具
製
造
業
）

●
前
田
・
坂
下
・
山
崎
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　令
和
２
年
度
交
建
防
安
第
49
ー
8
ー
5
号
国
道
4
4
8
号

　

 

　石
波
工
区（
仮
称
）石
波
ト
ン
ネ
ル
工
事（
2
工
区
）
様

　
　（串
間
市

　総
合
工
事
業
）

宮
崎
労
働
局
長
表
彰

　【奨
励
賞
】

●
株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ

　宮
崎
工
場 

様

　

   （
宮
崎
市

　一
般
機
械
器
具
製
造
業
）

●
ア
ル
バ
ッ
ク
機
工
株
式
会
社 

様 
      （

西
都
市

　一
般
機
械
器
具
製
造
業
）

●
株
式
会
社
熊
谷
組

　九
州
支
店

　水
ヶ
崎
発
電
所
土
木
設
備
更
新
工
事 

様

      （
高
千
穂
町

　総
合
工
事
業
）

●
え
び
の
電
子
工
業
株
式
会
社

　三
股
工
場 

様

　
　（三
股
町

　電
気
機
械
器
具
製
造
業
）

宮
崎
労
働
局
長
表
彰

　【安
全
衛
生
推
進
賞
】

●
長
友 

壽
助 

様

　

   （
元
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
宮
崎
県
支
部 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

　

 

安
全
衛
生
指
導
員
）

●
柳
本 

圭
一
郎 

様

　

   （
公
益
社
団
法
人
建
設
荷
役
車
両
安
全
技
術
協
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
崎
県
支
部

　巡
回
指
導
員
）

●
山
元 

美
代
子 

様

　

   （
都
城
・
西
諸
地
区
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

）

(前列左から)
● 長友壽助様 ● ミツワハガネ株式会社様
● 長友幹雄様 ● 吉越労働局長
● 吉川工業アールエフセミコン株式会社様
● 前田・坂下・山崎特定建設工事共同企業体
 令和２年度交建防安第49-8-5号
国道448号石波工区(仮称）石波トンネル
工事（２工区）様

(後列左から)
● 柳本圭一郎様  ● 株式会社熊谷組九州支店
　 水ヶ崎発電所 土木設備更新工事様
● 株式会社ミツトヨ宮崎工場様
● アルバック機工株式会社様
● えびの電子工業株式会社三股工場様
● 山元美代子様

県内の優良事業場・功労者を表彰県内の優良事業場・功労者を表彰県内の優良事業場・功労者を表彰県内の優良事業場・功労者を表彰

《表彰状が授与された受賞者》

厚生労働大臣表彰に１名、宮崎労働局長表彰に７社と３名が受賞
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TEL.0985-38-8821お問い合わせ
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就
任
の
ご
挨
拶

　　
　

公
益
社
団
法
人　

宮
崎
労
働
基
準
協
会

　
　

安
全
衛
生
技
術
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

　
　
　

                 

木
野
宮  

柔や
す
た
け剛

標
と
し
た
活
動
が
不
可
欠
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
経
営
ト
ッ

プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
及
び
安
全

衛
生
管
理
体
制
の
確
立
に
よ
る
現

場
対
応
力
の
強
化
が
必
要
で
す
。

　

当
協
会
で
は
、
毎
月
の
協
会
報

の
発
行
に
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
の
発
信
に
努
め
、
会
員
様
の
声

に
耳
を
澄
ま
し
、
各
種
講
習
会
の

充
実
等
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
事
業
場
に
お
い

て
、
微
力
な
が
ら
も
快
適
な
職

場
環
境
の
向
上
に
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
よ
り
宮
崎
労
働
基
準
協

会
安
全
衛
生
技
術
部
長
に
採
用
と

な
り
ま
し
た　

木
野
宮
と
申
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
宮
崎
県
内
の
労

働
基
準
監
督
署
、
労
働
局
に
お
い

て
、
37
年
間
安
全
衛
生
の
業
務
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に

よ
る
構
造
的
課
題
に
直
面
す
る
中

で
、
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る

職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
非

常
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
企
業
の

皆
様
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
10
年
振
り

に
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
今

後
、
個
人
事
業
者
等
に
対
す
る
安

全
衛
生
対
策
、
労
働
者
数
50
名
未

満
の
事
業
場
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク

の
実
施
、
高
年
齢
労
働
者
の
労
働

災
害
防
止
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
安
全
で
健
康
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
作
っ
て

い
く
に
は
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目

よろしくお願い

いたします。

木野宮 柔剛
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宮崎県トラック協会総合研修会館２階 
　 宮崎市恒久 1丁目 7-21

2025年10月21日（火）・22日（水）・23日（木）

講習機関や講習内容・時間数などが定められている法定講習です。
理解度テストもあります。したがって、
(1)講義開始に遅れないように！
　（遅刻・中抜け・早退は受講を修了したことになりません。）
(2)本人確認をします。顔写真付きの公的証明書（顔写真付きでない
　 場合には 複数の公的証明書）などをご持参ください。

受講申込みは、全基連HPからお申込みください。下記のQRよりお申し込みできます。

またはhttps://www.zenkiren.com/seminar/　お問い合わせフォームより

講習名 開催日時 申込受付
開始日時

申込締切日及び
振込締切日 定員 受講料

技能実習
責任者講習

技能実習
指導員講習

生活指導員講習

8:55 ～ 16:20

15:00 まで

15:00 から

8:55 ～ 16:40

8:55 ～ 15:10

13,200円

12,100円

11,000円

（消費税・テキスト代込）

申込締切日

振込締切日

開催日

会　場

【講習に関するお問い合わせ先】
（公社）全国労働基準関係団体連合会（略称：全基連）TEL.03-5283-1031

注意事項

受講申込み方法

宮崎労働局
令和7年 死亡災害発生状況

5 5月 ハイヤー・
タクシー業

交通事故
 (道路)

乗用車、バス、
バ イク

70代 15年男

番号 起因物事故の型 性別 年齢 経験期間発生月 業  種

被災者がタクシーを運転していたところ、片側一車線の右カーブで反対車線に
はみ出し、対向車と衝突した。

災  害  の  概  要

令和7年7月11日現在

令和７年 労災死亡者累計
（令和７年7月3日現在）宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
1

2
4

1
1

3

1
3
2
2
2

104 4 2
1
11

前年同期

2025
年度

　

10月21日（火）

8月21日（木）

40人

40人

40人

9月26日（金）

9月29日（月）

10月22日（水）

10月23日（木）

申込み受付：2025年8月21日（木）
15時から9月26日（金）15時まで
※全基連HP（Webページ）にて
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昨
年
、
舌
癌
の
手
術
を
受
け
た
。
舌

に
で
き
た
口
内
炎
が
ひ
と
月
近
く
治
ら

ず
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
歯
科
で
の
定

期
検
診
の
折
に
相
談
す
る
と
、
大
学
病

院
の
口
腔
外
科
の
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
。

す
ぐ
に
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
ス

テ
ー
ジ
３
の
舌
癌
と
診
断
さ
れ
す
ぐ
に

手
術
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

10
月
22
日
、
口
腔
外
科
と
形
成
外
科

の
医
師
に
よ
る
手
術
。
舌
の
３
分
の
１

ほ
ど
を
切
除
し
左
手
首
か
ら
切
り
取
っ

た
皮
弁
を
移
植
。
転
移
の
恐
れ
の
あ
る

右
顎
下
の
リ
ン
パ
切
除
、
呼
吸
確
保
の

た
め
の
気
管
切
開
な
ど
10
時
間
に
及
ぶ

手
術
だ
っ
た
。
翌
朝
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
目
を
覚

ま
す
と
気
管
チ
ュ
ー
ブ
や
点
滴
、
排
尿

用
チ
ュ
ー
ブ
等
で
繋
が
れ
て
い
て
、
声

を
出
す
こ
と
も
身
動
き
す
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
病
室
に
移
っ
て
か
ら
も

10
日
間
ほ
ど
は
声
を
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
筆
談
で
意
思
を
伝
え
て

い
た
が
、
こ
れ
が
非
常
に
も
ど
か
し
く

面
倒
な
作
業
だ
っ
た
。
気
管
チ
ュ
ー
ブ

が
取
れ
て
筆
談
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
は

声
を
出
し
て
し
ゃ
べ
れ
る
こ
と
が
と
て

も
有
難
か
っ
た
。
術
後
の
生
体
検
査
で

放
射
線
や
抗
が
ん
剤
等
の
治
療
は
不
要

と
の
こ
と
で
食
事
と
発
語
の
リ
ハ
ビ
リ

の
み
の
入
院
生
活
と
な
っ
た
。

　

食
事
は
流
動
食
の
よ
う
な
柔
ら
か
い

も
の
か
ら
始
ま
っ
た
が
舌
の
動
き
が
正

常
で
は
な
い
の
で
、
口
の
中
に
入
れ

た
物
が
う
ま
く
呑
み
込
め
な
か
っ
た

り
、
ま
た
舌
を
噛
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
、
食
事
は
楽
し
み
な

の
だ
が
食
べ
る
こ
と
に
非
常
に
苦
労
し

た
。
発
語
訓
練
は
言
語
療
法
士
の
指
導

で
舌
を
動
か
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
特
に

舌
を
使
う
「
か
行
・
た
行
・
ら
行
」
の

音
を
含
む
単
語
の
音
読
練
習
を
実
施
。

診
察
や
リ
ハ
ビ
リ
の
な
い
昼
間
は
、
印

刷
し
て
も
ら
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
繰
り
返

し
音
読
す
る
こ
と
を
日
課
に
し
た
。
手

術
前
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
舌
は
「
飲
む
と
き
」
は
誤

飲
し
な
い
よ
う
、「
食
べ
る
と
き
」
は
噛

み
や
す
い
よ
う
に
食
べ
物
を
運
び
、
発

語
の
際
は
そ
れ
ぞ
れ
の
音
に
よ
っ
て
舌

が
大
き
な
働
き
を
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。
医
師
や

看
護
師
の
方
々
の
親
切
な
対
応
も
あ

り
、
手
術
後
約
１
か
月
で
退
院
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
早
期
に
舌
癌
に
気

づ
い
て
く
だ
さ
っ
た
歯
科
の
先
生
、

早
期
に
手
術
を
行
い
適
切
な
処
置
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
大
学
病
院
の
先
生

方
、
看
護
師
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝

し
て
い
る
。

　

退
院
後
も
発
語
訓
練
テ
キ
ス
ト
の
音

読
練
習
を
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
３
か

月
ほ
ど
で
初
対
面
の
人
に
も
ゆ
っ
く
り

喋
れ
ば
聞
き
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
主
治
医
は
「
そ
れ
ぐ
ら
い

喋
れ
れ
ば
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
た
が
、
物
を
口
に
入
れ

て
喋
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
自
分

と
し
て
は
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
講
習
会
の
講
師
に
復
帰
し

た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

復
帰
す
る
か
ら
に
は
受
講
者
の
方
々

に
と
っ
て
聞
き
取
り
や
す
い
滑
舌
を

目
指
し
た
か
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
を
見
な
が
ら
滑

舌
練
習
を
日
課
に
し
た
り
、
講
習
会

の
テ
キ
ス
ト
を
音
読
し
た
り
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が

滑
舌
が
良
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

退
院
後
６
か
月
く
ら
い
か
ら
、
家

族
、
友
人
、
知
人
か
ら
「
以
前
と
変

わ
ら
な
い
」「
言
わ
れ
な
け
れ
ば
気
づ

か
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
事
務
局
や

講
師
仲
間
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
８
か
月
ぶ
り
に
講

習
会
講
師
と
し
て
復
帰
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
講
習
の
前
日
ま
で
に
原
稿

を
作
成
し
声
に
出
し
て
練
習
、
入
念

に
滑
舌
練
習
を
し
て
臨
ん
だ
。
そ
し

て
で
き
る
だ
け
は
っ
き
り
話
す
よ
う

心
掛
け
た
つ
も
り
だ
。
自
己
満
足
な

が
ら
以
前
と
変
わ
ら
な
い
出
来
栄
え

だ
っ
た
と
思
う
。
講
師
仲
間
や
事
務

局
の
方
か
ら
も
違
和
感
な
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
講
師
を
続
け
て
い
く

自
信
と
も
な
っ
た
。

　

講
習
会
講
師
の
再
開
に
向
け
て
の

練
習
を
通
し
聞
き
取
り
や
す
く
話
す

こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
講
師

を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

あ
り
が
た
く
思
う
。
今
後
も
滑
舌
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
し
、
よ
り
受
講

者
に
伝
わ
る
講
習
が
で
き
る
よ
う
心

掛
け
た
い
。

　

舌
癌
の
手
術
、
入
院
と
リ
ハ
ビ
リ

と
い
う
体
験
に
よ
っ
て
今
ま
で
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
そ
う

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
、
妻
や
家
族
、
周
囲

の
皆
さ
ん
に
ど
れ
だ
け
支
え
ら
れ
て

い
た
の
か
と
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。

　
　
　

宮
崎
労
働
基
準
協
会　

                          

講
師　

小
手
川 

智
彦

宮崎労働基準協会　講師

小手川 智彦 さん

　
舌
癌
に
な
っ
て

舌の働き

発語訓練

行 行 行
ら かた
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講習会の申込み・問合わせ先等（営業日：平日8：30～17：00）
宮崎労働基準協会本部･宮崎･日南支部■

宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル
〒880-0024

TEL.0985-25-1853 
FAX.0985-28-9080
延岡支部■

TEL.0982-34-5538  
FAX.0982-21-0117

■ 都城支部

TEL.0986-24-5603  
FAX.0986-24-5618

・申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。（土日・祝日に当たる場合は翌営業日8：30～となります。）
・申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金をもって『受付完了』とします。
つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。
期日までにご入金が確認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承ください。
・『受付完了』後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いたし
ます。銀行振込みでの返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。再度、受講を希望され
る場合は改めてお申込みをお願いいたします。
・定員に達していない場合は開催日の前日でもお申込みは可能ですが、お早目の手続きをお願いいたします。
・定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。
・『受付完了』後に受講者の変更を希望する場合は、前日でもご対応は可能です。

【受講申込みについて】

（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合せいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。申込書に確認書類の貼付が必要です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技 

能 

講 

習 

ガス溶接 15,950
会員    330
一般　 880

都城
（小林開催）

8/  2（土） ～ 8/  3（日） (学科） 小林秀峰高等学校（小林市）(実技) 

玉掛け
（つり上げ荷重１トン以上のクレーン等

の玉掛作業）

 27,280   
（免除 25,190）

会員    605
一般 1,705 延岡 9/18（木） ～ 9/20（土）

（学科）  ＩＮＯＢＥＣＨ（イノベック）協同組合内
　　　  宮崎労働基準協会 延岡支部講習会場（実技）  （延岡市大武町39-84）

作
業
主
任
者

特定化学物質及び
四アルキル鉛等 15,950

会員 　880
一般 1,980 宮崎 8/  5（火） ～ 8/  6（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

酸素欠乏・
硫化水素危険

20,900 会員 1,210
一般 2,310

宮崎 9/24（水） ～ 9/26（金） (学科)   矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）(実技) 

延岡 8/18（月） ～ 8/20（水） （学科）  ＩＮＯＢＥＣＨ（イノベック）協同組合内
　　　  宮崎労働基準協会 延岡支部講習会場（実技）  （延岡市大武町39-84）

有機溶剤 15,950 会員 　880
一般 1,980

宮崎 9/18（木） ～ 9/19（金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 9/25（木） ～ 9/26（金） ＩＮＯＢＥＣＨ（イノベック）協同組合内 宮崎労働基準協会
延岡支部大武講習会場（延岡市大武町39-84）

石綿 15,950 会員 　880
一般 1,980

宮崎 8/28（木） ～ 8/29（金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 9/  9（火） ～ 9/10（木） ＩＮＯＢＥＣＨ（イノベック）協同組合内 宮崎労働基準協会
延岡支部大武講習会場（延岡市大武町39-84）

特 

別 

教 

育

クレーン運転業務
（つり上げ荷重５トン未満の運転）

会員 15,950
一般 19,030 1,705

都城 8/29（金） ～ 8/30（土）（学科）都城地区建設業協会
（実技）海晴機械(株)（北諸県郡三股町）

延岡 9/  5（金） ～ 9/  6（土）（学科）  ＩＮＯＢＥＣＨ（イノベック）協同組合内
　　　  宮崎労働基準協会 延岡支部講習会場（実技）  （延岡市大武町39-84））

自由研削用といし取替等業務 会員   9,020
一般 12,100

1,320 宮崎 9/27（土） （学科）  
（実技）  ポリテクセンター宮崎

電気取扱業務 ( 低圧 ) 会員 15,950
一般 19,030

770

宮崎 9/16（火） ～ 9/17（水）（学科)   矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市） (実技)

延岡 8/26（火） ～ 8/27（水）（学科）  ＩＮＯＢＥＣＨ（イノベック）協同組合内
　　　  宮崎労働基準協会 延岡支部講習会場（実技）  （延岡市大武町39-84）

フルハーネス型墜落制止用器具 会員   6,710
一般　9,790

990 宮崎 9/11（木） （学科)   矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市） (実技)

そ  

の  
他

建築物石綿含有建材
調査者講習（一般）

 35,200
（免除 33,000）

会員 3,080
一般 5,280 宮崎 9/29    （月） ～ 9/30（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

安全管理者選任時研修
会員 16,280

（免除 13,860）
一般 19,250

（免除 16,940）
1,650 宮崎 8/19    （火） ～ 8/20（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・安全衛

生責任者教育を建設業労働災害防止協会
（℡ 0985-20-8610）が実施しています。

会員 15,950
一般 19,030 880 延岡 9/  5（火） 〜 9/　6（水）（学科）  ＩＮＯＢＥＣＨ（イノベック）協同組合内

　　　  宮崎労働基準協会 延岡支部講習会場（実技）  （延岡市大武町39-84）

製造業における
職長の能力向上教育

（注）受講申込書に「職長等の教育」
修了証の写しの添付が必要

会員 11,000
一般 14,080 990 宮崎 9/  9（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（製造業における職長の能力向上教育は、労働安全衛生法に義務付けられている就任時教育 ( 職長等の教育 ) に加えて、厚生労働省が示す要綱において、定期 ( おおむね 5 年ごと）
に実施すべきとされています。詳細は HP をご覧ください。なお、建設業の方は、他団体の建設業向け教育を受講ください。）

化学物質管理者研修 会員 11,000
一般 14,080 1,980 宮崎 8/26（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

保護具着用管理責任者教育 会員 11,000
一般 14,080 1,650 宮崎 9/  4（木） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）

労務管理実務基礎講座Ⅱ
※受講料・テキスト代込

会員   9,130
一般 12,430

（改定）
宮崎 8/21（木） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（事業場の総務・労務部署の従事歴の短い担当者等を対象とした、労務管理等の実務に関する基礎的な研修です。詳細は HP をご覧ください。）

関
係
団
体
受
付

安全衛生スタッフ向け
リスクアセスメント実務研修

会員 31,680
一般 35,200 テキスト代込 宮崎 9/  2 （火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（注）申込みは、中央労働災害防止協会ＷＥＢ受付のみ（受付期間８月４日（月）０時～８月 27 日（水））　『中災防 宮崎リスク』で【検索】

外国人技能実習制度
関係者養成講習

（概略は、８月号 P. ６掲載）
（注）全国労働基準関係団体連合会
（略称：全基連）WEB 受付のみ

【技能実習責任者講習】 10/21（火）　13,200 円    ※申込受付開始日時 8/21（木）
【技能実習指導員講習】 10/22（水）   12,100 円 　　　　　  15：00 ～
【生活指導員講習】 　　10/23（木）　11,000 円　    申込締切日時       9/26（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 15：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振込締切日          9/29（月）

宮崎県トラック協会 総合研修会館２階
（宮崎市恒久１丁目 7-21）
（注）会場へのお問い合わせはご遠慮ください。

　

※
★お問合せは都城支部へ

★日程変更

⬆

講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

 「受講申込書」はホームページから
   印刷（ExcelまたはPDF形式）できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキスト代は、都合により改定される場合があります。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
 3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）
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